
Journa l  o f  Or thodont ic  Prac t ice  2018-11 3

John Nutting Farrar（1839〜1913）
近代矯正学に多大な貢献をし、"アメリカ矯正歯科の父"と呼ばれている。幼い時に自身の歯を数週間、一日

数回指で押すことにより移動させて列に並べたという。
1850年に前歯を後退させるためにOccipital anchorageを使用した。1876年の論文で、歯牙移動のための特

別な制限を提唱し、科学的な歯列矯正の基礎を築いた。1888年、彼は歯の歯体移動を勧めた。毎朝、毎夕 約
240分の1インチで制御され、増分出来るネジを開発した。

歯の不正配列に関する彼の治療法と論説は、歯列矯正に専念した最初の偉大な研究と考えられている。

表紙絵：島本和則、芝岡聡史（ソフィア歯列矯正歯科医院）
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